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１. 省エネ手法別省エネ率の積み上げ事例と改修工事内容 

～ 中小規模（延床面積 5,000㎡未満）～ 

 

〈事務所〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

省エネ手法別 
省エネ率の構成 
（実績平均値） 

24.1% 

事例 1 

事例 2 

事例 3 

開口部と空調による事例（空調主体） 

開口部と空調による事例（開口部主体） 

多様な手法を組合わせた事例 
事務所（自社ビル） 

省エネ率19.2％ 

 複層ガラス・二重サッシュ、最
上階天井裏断熱 

 高効率型EHP、換気設備インバ
ータ、照明設備LED化 

延床面積 2,900 ㎡ 
地上7階/地下1階（東京都） 

 

事務所（テナントビル） 

省エネ率 18.6％ 

 高断熱真空ガラス 
 高効率型 EHP 

延床面積 900 ㎡  

地上6階/地下 1階（大阪府） 

 

事務所（テナントビル） 

省エネ率 17.3％ 

 高断熱真空ガラス 
 高効率型GHP 

延床面積 3,600 ㎡  
地上3階/地下 1階（東京都） 

 

【採択事例】 

凡例 
建物用途 

省エネ率 

省エネ改修手法 

延床面積、 
地上階/地下階（所在） 
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事務所 （自社ビル、テナントビル等） - 事例 1 

【概要】 

 既存単層サッシュの二重サッシュや複層ガラスへの変更、最上階天井の断熱強化により、建物断熱性能を

強化する。 

 既存パッケージエアコンの高効率機器への更新、照明設備の LED 化、換気設備のインバータ導入により、

消費電力を削減する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物諸元 

建物用途 事務所（自社ビル） 

所在地 東京都 延床面積 2,900 ㎡ 階数 地上 7階/地下 1階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 
項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■開口部 2Ｆ～7Ｆまでの東面、南面の窓を二重サッシュや複層ガラスに更新 15*1 60.0 9.0 

■屋根・外壁 最上階天井裏にグラスウールを施工 12*1 10.6 1.3 

□日射遮蔽     

□その他     

小  計  10.3 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*3 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
高効率型 EHPへの更新、フロア台数分割による空調範
囲、運転時間、設定温度の適正化（冷暖平均COP1.04
→1.24） 

35*2 16.8 57.2 3.4 

■換気設備 給気ファンへのインバータ導入 5*2 42.8 24.6 0.5 

■照明設備 既存蛍光灯のＬＥＤ化 20*2 60.1 41.9 5.0 

□給湯設備      

□昇降設備      

□その他      

小  計  8.9 

合    計  19.2 

備考 

平成 28年度既存建築物省エネ化推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による 
*2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：改修項目別省エネ率 

省エネ率 19.2％ 

二重サッシュや複層

ガラスの設置 

・改修割合：60.0％ 

・省エネ率： 9.0％ 

照明設備の LED 化 

・改修割合：41.9％ 

・省エネ率： 5.0％ 

換気設備インバータ

導入 

・改修割合：24.6％ 

・省エネ率： 0.5％ 

最上階天井裏へのグラ

スウールの施工 

・改修割合：10.6％ 

・省エネ率： 1.3％ 

高効率型 EHP への

更新 

・改修割合：57.2％ 

・省エネ率： 3.4％ 
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事務所 （自社ビル、テナントビル等） - 事例 2 

【概要】 

 省エネ効果が期待される窓に、高断熱真空 Low-ｅペアガラスを使用し、空調負荷低減を図る。 

 既存のセントラルヒーティングと個別空調から高効率のビルマルチエアコンに更新し、消費電力を削減する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■建物諸元 

建物用途 事務所（テナントビル） 

所在地 大阪府 延床面積 900㎡ 階数 地上 6階/地下 1階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 
項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■開口部 高断熱真空ペアガラスに更新 15*1 85.9 12.9 

□屋根・外壁     

□日射遮蔽     

□その他     

小  計  12.9 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*3 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
既存のセントラルヒーティングと個別空調から、高効率
ビルマルチエアコンに更新（冷暖平均COP1.68→2.18） 

35*2 22.9 71.7 5.7 

□換気設備      

□照明設備      

□給湯設備      

□昇降設備      

□その他      

小  計  5.7 

合    計  18.6 

備考 

平成 28年度既存建築物省エネ化推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による 
*2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：改修項目別省エネ率 
 

高効率型 EHP への

更新 

・改修割合：71.7％ 

・省エネ率： 5.7％ 

高断熱真空ペアガラス

を設置 

・改修割合：85.9％ 

・省エネ率：12.9％ 

省エネ率 18.6％ 
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事務所 （自社ビル、テナントビル等） - 事例 3    

【概要】 

 南面窓ガラスの日射量を低減し、空調負荷削減により省エネ化を図る。 

 既存のガスヒートポンプエアコンを最新鋭の高効率機器に更新し、省エネ化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■建物諸元 

建物用途 事務所（テナントビル） 

所在地 東京都 延床面積 3,600 ㎡ 階数 地上 3階/地下 1階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 
項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■開口部 南面の窓を高断熱真空ペアガラスに更新 15*1 19.2 2.9 

□屋根・外壁     

□日射遮蔽     

□その他     

小  計  2.9 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*3 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
空調設備のうち、ガスヒートポンプをすべて最新鋭の
高効率機器に更新（冷暖平均 COP0.85→1.53） 

50*2 44.2 65.2 14.4 

□換気設備      

□照明設備      

□給湯設備      

□昇降設備      

□その他      

小  計  14.4 

合    計  17.3 

備考 

平成 25年度住宅・建築物省エネ改修等推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による 
*2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：改修項目別省エネ率 
 

高断熱真空ペアガラス

の導入 

・改修割合：19.2％ 

・省エネ率：2.9％ 

高効率型ＧＨＰへの

更新 

・改修割合：65.2％ 

・省エネ率：14.4％ 

省エネ率 17.3％ 
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〈病院・福祉〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

省エネ手法別 
省エネ率の構成 
（実績平均値） 

高齢者福祉施設 

省エネ率 16.0％ 

 二重サッシュ 
 高効率型GHP、照明設備 LED化 

延床面積 4,600 ㎡  
地上5階/地下 1階（神奈川県） 

 

22.1% 

事例 1 

事例 2 

総合病院 

省エネ率19.4％ 

 最上階天井裏断熱、複層ガラス、

日射調整フィルム 
 高効率型EHP、高効率給湯機、
照明設備LED化 

延床面積 2,000 ㎡ 
地上2階/地下0階（熊本県） 

 

高齢者福祉施設 

省エネ率 17.8％ 

 最上階天井裏断熱、日射調整フ
ィルム 

 高効率型 EHP、照明設備 LED化 

延床面積 3,700 ㎡  
地上3階/地下 0階（愛知県） 

 

事例 3 

多様な手法を組み合わせた事例 

開口部と空調・照明による事例 

天井裏断熱・日射調整フィルムと空調・照明による事例 

凡例 
建物用途 

省エネ率 

省エネ改修手法 

延床面積、 

地上階/地下階（所在） 

 

【採択事例】 
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病院・福祉 （病院、診療所、老人ホーム、身障者福祉施設等） - 事例 1 

【概要】 

 最上階天井内への断熱材の施工、複層ガラスの導入、日射調整フィルムの貼付により空調負荷を低減し、

省エネ化を図る。 

 老朽化したエアコンや給湯機の更新、蛍光灯の LED化により、省エネ性向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物諸元 

建物用途 総合病院 

所在地 熊本県 延床面積 2,000 ㎡ 階数 地上 2階/地下 0階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■開口部 南側病室部分の窓を複層ガラスに更新 15*1 32.7 4.9 

■屋根・外壁 
断熱性能が低く、空調運転時間が長い室を対象に天井裏にグラスウ
ールを施工 

12*1 10.6 1.2 

□日射遮蔽     

■その他 複層ガラスへの更新を行わない窓に日射調整フィルムを貼り付け － 24.8 
 

0.1*1 

小  計  6.2 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*3 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
既設エアコン 5台、ビル用マルチエアコン 4系統を高効
率機器に更新（冷暖平均COP2.91→3.78） 

30*2 24.1 100.0 7.2 

□換気設備      

■照明設備 使用頻度の高い機器を対象にＬＥＤに更新 10*2 59.4 90.8 5.3 

■給湯設備 既設ボイラ-給湯機を高効率機器に更新 36*2 2.2 100.0 0.7 

□昇降設備      

□その他      

小  計  13.2 

合    計  19.4 

備考 

平成 26年度建築物省エネ改修等推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による 
*2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：改修項目別省エネ率 

照明設備のＬＥＤ化 

・改修割合：90.8％ 

・省エネ率： 5.3％ 

最上階天井裏へのグラス

ウールの施工 

・改修割合：10.6％ 

・省エネ率： 1.2％ 

複層ガラスの導入 

・改修割合：32.7％ 

・省エネ率： 4.9％ 

高効率型 EHP への更新 

・改修割合：100.0％ 

・省エネ率： 7.2％ 

高効率型給湯器への

更新 

・改修割合：100.0％ 

・省エネ率： 0.7％ 

省エネ率 19.4％ 

日射調整フィルムの

施工 

・改修割合：24.8％ 

・省エネ率： 0.1％ 
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病院・福祉 （病院、診療所、老人ホーム、身障者福祉施設等） - 事例 2 

【概要】 

 内窓設置による二重サッシュ化により窓面の断熱性能を高め、夏場の外部からの入熱、冬場の外部への放

熱を抑制し、空調負荷を削減する。 

 既存のガスヒートポンプエアコンを最新鋭の高効率機器に更新し、省エネ化を図る。 

 既存の蛍光灯を消費電力の少ないＬＥＤに交換し、省エネを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物諸元 

建物用途 高齢者福祉施設 

所在地 神奈川県 延床面積 4,600㎡ 階数 地上 5階/地下 1階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 
項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■開口部 居室部分の窓に内窓を設置して二重サッシュ化 15*1 40.2 6.0 

□屋根・外壁     

□日射遮蔽     

□その他     

小  計  6.0 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*3 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
既設のガスヒートポンプを最新鋭の高効率機器に更
新（冷暖平均 COP1.02→1.29） 

30*2 20.9 100 6.3 

□換気設備      

■照明設備 共用部の蛍光灯をＬＥＤ化 10*2 45.0 82.9 3.7 

□給湯設備      

□昇降設備      

□その他      

小  計  10.0 

合    計  16.0 

備考 

平成 26年度建築物省エネ改修等推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による 
*2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：改修項目別省エネ率 

内窓設置による二重

サッシュ化 

・改修割合：40.2％ 

・省エネ率： 6.0％ 

高効率型 GHP への

更新 

・改修割合：100.0％ 

・省エネ率： 6.3％ 

省エネ率 16.0％ 

照明設備のＬＥＤ化 

・改修割合：82.9％ 

・省エネ率： 3.7％ 
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病院・福祉 （病院、診療所、老人ホーム、身障者福祉施設等） - 事例 3 

【概要】 

 最上階天井の断熱性能強化による進入熱の削減と、窓ガラスへの日射調整フィルムの貼付による熱の侵

入・移動を防ぐ。 

 導入後 15年以上を経過する既設空調システムを高効率型機器に全面的に更新するとともに、照明器具のＬ

ＥＤ化により、省エネ化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物諸元 

建物用途 高齢者福祉施設 

所在地 愛知県 延床面積 3,700㎡ 階数 地上 3階/地下 0階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 
項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

□開口部     

■屋根・外壁 最上階天井裏にグラスウールを施工 12*1 53.0 6.4 

□日射遮蔽     

■その他 東、南、西面の窓面に日射調整フィルムを施工 ― 51.0 1.5*3 

小  計  7.9 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*4 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
既設の EHPマルチタイプエアコンを高効率型に更新
（冷暖平均 COP2.71→3.56） 

30*2 24.0 100 7.2 

□換気設備      

■照明設備 病室以外の蛍光灯をＬＥＤに更新 10*2 41.5 65.3 2.7 

□給湯設備      

□昇降設備      

□その他      

小  計  9.9 

合    計  17.8 

備考 

平成 27年度既存建築物省エネ化推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による  *2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：日射調整フィルム貼付によるエネルギー削減量・増加量計算により、建物全体省エネ率を算定 
*4：改修項目別省エネ率 

  

最上階天井裏へのグラス

ウールの施工 

・改修割合：53.0％ 

・省エネ率： 6.4％ 

高効率型 EHP への更新 

・改修割合：100.0％ 

・省エネ率： 7.2％ 

日射調整フィルムの

施工 

・改修割合：51.0％ 

・省エネ率： 1.5％ 

省エネ率 17.8％ 

照明設備のＬＥＤ化 

・改修割合：65.3％ 

・省エネ率： 2.7％ 
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〈物販〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈飲食〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【採択事例】 

省エネ手法別 
省エネ率の構成 
（実績平均値） 

ロードサイド型紳士服店 

省エネ率 16.1％ 

 天井裏断熱、日射調整フィルム 
 高効率型 EHP 

延床面積 1,100 ㎡  
地上2階/地下 0階（愛媛県） 

 

ファミリーレストラン 

省エネ率 17.5％ 

 複層ガラス 

 高効率型 EHP、照明設備 LED化 

延床面積 300 ㎡  

地上1階/地下 0階（千葉県） 

 

事例 1 

省エネ手法別 
省エネ率の構成 
（実績平均値） 

24.2% 

事例 1 

21.9% 

開口部と空調・照明による事例 

天井裏断熱・日射調整フィルムと空調による事例 

凡例 
建物用途 

省エネ率 

省エネ改修手法 

延床面積、 

地上階/地下階（所在） 

 

【採択事例】 
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物販 （百貨店、スーパーマーケット、個別店舗等） - 事例 1 

【概要】 

 天井内の断熱強化（増し断熱）、店舗窓面への日射調整フィルム貼付により進入熱を削減する。 

 老朽化による効率低下が大きい空調機を、省エネ性に優れた高効率型機器に更新する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■建物諸元 

建物用途 ロードサイド型紳士服店 

所在地 愛媛県 延床面積 1,100 ㎡ 階数 地上 2階/地下 0階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 
項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

□開口部     

■屋根・外壁 店舗上部屋根の天井裏をグラスウール（50mm）により増し断熱 12*1 43.8 5.3 

□日射遮蔽     

■その他 店舗窓面に日射調整フィルムを貼付 － 76.0 0.6*3 

小  計  5.9 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*4 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
既設のＥＨＰを高効率型に更新(冷暖平均 COP2.73→
3.66) 

40*2 25.5 100.0 10.2 

□換気設備      

□照明設備      

□給湯設備      

□昇降設備      

□その他      

小  計  10.2 

合    計  16.1 

備考 

平成 25年度住宅・建築物省エネ改修等推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による   *2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：日射調整フィルム貼付によるエネルギー削減量・増加量計算により、建物全体省エネ率を算定 
*4：改修項目別省エネ率 

  

天井裏へのグラス

ウール施工 

・改修割合：43.8％ 

・省エネ率： 5.3％ 

高効率型 EHP への更新 

・改修割合：100.0％ 

・省エネ率： 10.2％ 

省エネ率 16.1％ 

日射調整フィルム

の施工 

・改修割合：76.0％ 

・省エネ率： 0.6％ 
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飲食 （飲食店、ファミレス、ファーストフード店等） - 事例 1 

【概要】 

 客席窓に複層ガラスを導入して躯体の熱負荷を低減させることで、店舗で最も電力比率の高い空調電力の

低減を図る。 

 既存の ON･OFF式 EHPパッケージエアコンのインバータ型機器への更新や、客席ダウンライト、厨房照明、

客席間接照明の蛍光灯のＬＥＤ器具への交換により、使用電力低減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物諸元 

建物用途 ファミリーレストラン 

所在地 千葉県 延床面積 300㎡ 階数 地上 1階/地下 0階 

■改修内容と省エネ率 

躯
体 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 
項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■開口部 面積が大きい窓面や日射量が多い窓面に複層ガラスを導入 15*1 39.2 5.9 

□屋根・外壁     

□日射遮蔽     

□その他     

小  計  5.9 

設
備 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%)*3 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

■空調設備 
ON･OFF式 EHPパッケージエアコンをインバータ型機
器に更新（冷暖房平均 COP1.00→1.20） 

40*2 16.7 41.8 2.8 

□換気設備      

■照明設備 点灯時間が長い箇所のダウンライト、蛍光灯を LED化 25*2 62 56.5 8.8 

□給湯設備      

□昇降設備      

□その他      

小  計  11.6 

合    計  17.5 

備考 

平成 28年度既存建築物省エネ化推進事業採択事例 
*1：みなし省エネ率による 
*2：みなしエネルギー消費割合による 
*3：改修項目別省エネ率 

 

照明設備のＬＥＤ化 

・改修割合：56.5％ 

・省エネ率： 8.8％ 

複層ガラスの導入 

・改修割合：39.2％ 

・省エネ率： 5.9％ 

省エネ率 17.5％ 

高効率型 EHP への

更新 

・改修割合：41.8％ 

・省エネ率： 2.8％ 
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３. 機器一覧表を用いた省エネ率の確認方法例 

 

本事業では、省エネ率の算定方法については特に規定しておらず、合理的な計算方法により、

建築物の改修前後のエネルギー使用状況等を比較して省エネ率を算定するものとしている。 

ここでは、設備改修として取り組み事例が多い空調設備、照明設備について、改修前、改修後

の機器一覧表を利用した省エネ率確認方法を例示する。 

３－１ 空調設備 

（１）改修前後設備一覧表の作成 

改修前の空調設備（改修を行わない機器も含む）、改修後の空調設備について、機器別の仕

様、台数、エネルギー消費量等の一覧表を作成する。既設ＥＨＰを高効率機器に更新する場

合の作成例を【別紙 1】に、既設ＧＨＰを高効率機器に更新する場合の作成例を【別紙２】

に挙げる。（一覧表様式データはＨＰに掲載） 

（２）省エネ率 

①改修前エネルギー消費割合 

建物全体のエネルギー使用量に占める空調設備のエネルギー使用量の割合を求める。空調

設備のみの年間エネルギー使用量の把握が困難な場合は、様式３－４別添資料別表２に示す

数値を用いることができる。ここでは、事務所ビルの場合を想定し、同表から 50％としてい

る。 

②分類別省エネ率 

「分類別省エネ率」は、改修前と改修後のエネルギー消費量を比較して求める。 

③設備別の改修割合 

「設備の改修割合」は全設備容量に対する改修対象の設備容量の割合とする。 

④建物全体省エネ率 

以上で求めた「改修前エネルギー消費割合」、「分類別省エネ率」、「改修割合」を乗じて「建

物全体省エネ率」を求める。 
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【別紙１】 空調設備改修による省エネ率計算例－１　（既設ヒートポンプの高効率機器への更新）

（１）改修前後の空調設備一覧

■改修前

冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房

ｋW ｋW ｋW ｋW ｍ3/h kg/h ｍ3/h kg/h 台　 ｋW ｋW kWh kWh ｍ3, kg ｍ3, kg

AC-1 EHP室外機 33.5 37.5 10.9 11.4 1 33.5 37.5 10.9 11.4

AC-2 EHP室外機 56.0 63.0 17.9 18.3 1 56.0 63.0 17.9 18.3

AC-3 EHP室外機 85.0 95.0 27.6 27.9 1 85.0 95.0 27.6 27.9

AC-4 EHP室外機 33.5 37.5 10.9 11.4 1 33.5 37.5 10.9 11.4

AC-5 EHP室外機 33.5 37.5 10.9 11.4 1 33.5 37.5 10.9 11.4

AC-6 EHP室外機 78.5 88.0 25.1 25.5 1 78.5 88.0 25.1 25.5

a     320.0 b     358.5 c     103.3 d     105.9 e f

AC-7 EHP室外機 56.0 63.0 17.9 18.3 1 56.0 63.0 17.9 18.3

AC-8 EHP室外機 106.5 119.5 34.3 34.9 1 106.5 119.5 34.3 34.9

AC-9 EHP室外機 106.5 119.5 34.3 34.9 1 106.5 119.5 34.3 34.9

AC-10 EHP室外機 118.0 132.0 34.8 33.8 1 118.0 132.0 34.8 33.8

AC-11 EHP室外機 101.0 113.0 33.8 34.7 1 101.0 113.0 33.8 34.7

g     488.0 h     547.0 i     155.1 j     156.6 k l

g×3.6 h×3.6 i×V j×V k×V l×V

m  1,756.8 n  1,969.2 o  1,513.8 p  1,528.4 q r

冷房 　ｓ = o+q 1,513.8 3,042.2 

暖房 　ｔ = p+r 1,528.4 （冷暖合計）

冷房   u =m/s 1.16

暖房   v = n/t 1.29

冷房   ｗ = a+g 808.0

暖房   ｘ = b+h 905.5

冷房   y = g/w 60.4 % 60.4%

暖房   z = h /x 60.4 % （冷暖平均）

■改修後

冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房

ｋW ｋW ｋW ｋW ｍ3/h kg/h ｍ3/h kg/h 台　 ｋW ｋW kWh kWh ｍ3, kg ｍ3, kg

AC-6 EHP室外機 56.0 63.0 15.2 16.0 1 56.0 63.0 15.2 16.0

AC-7 EHP室外機 100.0 112.0 27.9 28.7 1 106.5 119.5 27.9 28.7

AC-8 EHP室外機 106.5 119.5 34.8 34.4 1 106.5 119.5 34.8 34.4

AC-9 EHP室外機 100.0 112.0 27.9 28.7 1 118.0 132.0 27.9 28.7

AC-10 EHP室外機 100.0 112.0 27.9 28.7 1 101.0 113.0 27.9 28.7

ｇ´   488.0 h´   547.0 i´   133.7 j´   136.5 k´ l´

g´×3.6 h´×3.6 i´×V j´×V k´×V l´×V

m´1,756.8 n´ 1,969.2 o´ 1,304.9 p´ 1,332.2 q´ r´

冷房 　ｓ´ = o´+q´ 1,304.9 2,637.1 

暖房 　ｔ´ = p´+r´ 1,332.2 （冷暖合計）

冷房   u´ = m´/s´ 1.35

暖房   v´ = n´/t´ 1.48

（２）省エネ率

　①改修前エネルギー消費割合 様式３－４別添資料別表２より 50 %

改修前エネルギー消費量（改修対象機器）（ｓ+ｔ） 3,042.2 MJ

改修後エネルギー消費量（改修対象機器）（s'+ｔ'） 2,637.1 MJ

分類別省エネ率（（(s+t)-(s'+t')）／(s+t)×100） 13.3 %

改修割合（冷房）（y） 60.4 %

改修割合（暖房）（z） 60.4 %

設備別の改修割合（冷暖平均）((y+z)/2) 60.4 %

　④建物全体省エネ率 　①×②×③÷10000（小数点第２位以下切り捨て） 4.0 %

※上記①～④は様式３-４の２.（２）表の①～④に対応

*：本事例は改修前後の能力合計値の変化がないため、改修前後のエネルギー消費量の比較から分類別省エネ率が確認できる。改修前後で

　　能力合計値が変化する場合には、改修前後の効率（一次エネルギー換算）の比較により分類別省エネ率が確認できる。

 V：電力一次エネルギー換算値＝0.00976GJ/kWh

 （「建築物エネルギー消費性能基準等に定める省令における算出方法等に係る事項

（平成28年１月29日、国土交通省告示第265号)」別表第1に基づく）

補助対象 機器番号 機器名称

機器仕様（１台当り）

台数
能力合計

エネルギー消費量（1時間当り）

備考
能力 電力 燃料 電力消費量 燃料消費量

補助対象

外設備

(非改修

機器)

計

補助対象

設備

（改修予

定機器）
計

 V：電力一次エネルギー換算値＝0.00976GJ/kWh

 （「建築物エネルギー消費性能基準等に定める省令における算出方法等に係る事項

（平成28年１月29日、国土交通省告示第265号)」別表第1に基づく）

合計

効率

(一次エネルギー換算）

設備能力合計

改修割合（設備能力比による場合）

熱量換算

MJ

補助対象 機器番号 機器名称

機器仕様（１台当り）

台数

　②分類別省エネ率*

　③設備別の改修割合

補助対象

設備

（改修予

定機器）
計

熱量換算

MJ
合計

効率

(一次エネルギー換算）

エネルギー消費量（1時間当り）

備考
能力 電力 燃料 電力消費量 燃料消費量

能力合計

本表は、機器一覧表を用いた建物全体省エネ率の確認方法を例示したものである。本事業では省エネ率の算定方法は特

に規定しておらず、提案申請書において本表の提出を必ずしも求めているものではない。
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【別紙２】 空調設備改修による省エネ率計算例－２　（既設ガスヒートポンプの高効率機器への更新）

（１）改修前後の空調設備一覧

■改修前

冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房

ｋW ｋW ｋW ｋW ｋW ｋW 台　 ｋW ｋW kWh kWh ｍ3h ｍ3h

a        0.0 b        0.0 c        0.0 d        0.0 e        0.0 f        0.0

GHP-1 GHP室外機 56.0 67.0 1.57 1.70 55.4 55.4 8 448.0 536.0 12.6 13.6 15.9 15.9

GHP-2 GHP室外機 28.0 33.5 0.98 1.11 29.5 26.8 1 28.0 33.5 1.0 1.1 1.1 1.0

GHP-3 GHP室外機 28.0 33.5 0.98 1.11 29.5 26.8 1 28.0 33.5 1.0 1.1 1.1 1.0

GHP-4 GHP室外機 45.0 53.0 1.57 1.70 46.9 42.7 1 45.0 53.0 1.6 1.7 1.7 1.5

GHP-5 GHP室外機 22.4 28.0 0.98 1.11 23.3 22.6 1 22.4 28.0 1.0 1.1 0.8 0.8

g     571.4 h     684.0 i       17.1 j       18.6 k      20.5 l       20.1

g×3.6 h×3.6 i×V1 j×V1 k×V2 l×V2

m  2,057.0 n  2,462.4 o    166.6 p    181.8 q  2,235.7 r  2,195.5

冷房 　ｓ = o+q 2,402.3 4,779.6

暖房 　ｔ = p+r 2,377.3 （冷暖合計）

冷房   u =m/s 0.86

暖房   v = n/t 1.04

冷房   ｗ = a+g 571.4

暖房   ｘ = b+h 684.0

冷房   y = g/w 100.0 % 100.0%

暖房   z = h /x 100.0 % （冷暖平均）

■改修後

冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房

ｋW ｋW ｋW ｋW kW kW 台　 ｋW ｋW kWh kWh ｍ3h ｍ3h

GHP-1 GHP室外機 56.0 63.0 1.24 0.74 45.4 43.7 8 448.0 536.0 9.9 5.9 13.0 12.5

GHP-2 GHP室外機 28.0 31.5 0.65 0.45 31.6 25.9 1 28.0 33.5 0.7 0.5 1.1 0.9

GHP-3 GHP室外機 28.0 31.5 0.65 0.45 31.6 25.9 1 28.0 33.5 0.7 0.5 1.1 0.9

GHP-4 GHP室外機 45.0 50.0 1.16 0.55 38.5 37.0 1 45.0 53.0 1.2 0.6 1.4 1.3

GHP-5 GHP室外機 22.4 25.0 0.55 0.30 20.4 19.0 1 22.4 28.0 0.6 0.3 0.7 0.7

ｇ´   571.4 h´   684.0 i´     12.9 j´       7.7 k´     17.4 l´     16.4

g´×3.6 h´×3.6 i´×V1 j´×V1 k´×V2 l´×V2

m´2,057.0 n´2,462.4 o´  126.2 p´    74.9 q´1895.5 r´1,786.5

冷房 　ｓ´ = o´+q´ 2,021.7 3,883.1

暖房 　ｔ´ = p´+r´ 1,861.4 （冷暖合計）

冷房   u´ = m´/s´ 1.02

暖房   v´ = n´/t´ 1.32

（２）省エネ率

　①改修前エネルギー消費割合 様式３－４別添資料別表２より 50 %

改修前エネルギー消費量（改修対象機器）（ｓ+ｔ） 4,779.6 MJ

改修後エネルギー消費量（改修対象機器）（s'+ｔ'） 3,883.1 MJ

分類別省エネ率（(s+t)-(s'+t')／(s+t)×100） 18.7 %

改修割合（冷房）（y） 100.0 %

改修割合（暖房）（z） 100.0 %

設備別の改修割合（冷暖平均）((y+z)/2) 100.0 %

　④建物全体省エネ率 　①×②×③÷10000（小数点第２位以下切り捨て） 9.3 %

※上記①～④は様式３-４の２.（２）表の①～④に対応

*：本事例は改修前後の能力合計値に変化がないため、改修前後のエネルギー消費量の比較から分類別省エネ率が確認できる。改修前後で

　　能力合計値が変化する場合には、改修前後の効率（一次エネルギー換算）の比較により分類別省エネ率が確認できる。

補助対象

設備

（改修予

定機器）

計

熱量換算

MJ

合計

効率

(一次エネルギー換算）

 V1：電力一次エネルギー換算値＝0.00976GJ/kWh

 V2：ＬＰガス一次エネルギー換算値＝109MJ/m
3

（「建築物エネルギー消費性能基準等に定める省令における算出方法等に係る事項

（平成28年１月29日、国土交通省告示第265号)」別表第1に基づく）

エネルギー消費量（1時間当り）

備考
能力 電力 燃料 電力消費量 燃料消費量

能力合計

設備能力合計

改修割合（設備能力比による場合）

熱量換算

MJ V1：電力一次エネルギー換算値＝0.00976GJ/kWh

 V2：ＬＰガス一次エネルギー換算値＝109MJ/m
3

（「建築物エネルギー消費性能基準等に定める省令における算出方法等に係る事項

（平成28年１月29日、国土交通省告示第265号)」別表第1に基づく）

補助対象 機器番号 機器名称

機器仕様（１台当り）

台数

補助対象

外設備

（非改修

機器）
計

補助対象

設備

（改修予

定機器）

計

合計

効率

(一次エネルギー換算）

　②分類別省エネ率
*

　③設備別の改修割合

補助対象 機器番号 機器名称

機器仕様（１台当り）

台数
能力合計

エネルギー消費量（1時間当り）

備考
能力 電力 燃料 電力消費量 燃料消費量

本表は、機器一覧表を用いた建物全体省エネ率の確認方法を例示したものである。本事業では省エネ率の算定方法は特

に規定しておらず、提案申請書において本表の提出を必ずしも求めているものではない。
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３－２ 照明設備  

（１）改修前設備一覧表の作成 

改修前の照明設備（改修を行わない機器も含む）、改修後の照明設備について、機器別に、

仕様、台数、点灯時間等から年間電力消費量を想定し、一覧表を作成する。作成例を【別紙

３】に挙げる。 

（２）省エネ率 

①改修前エネルギー消費割合 

建物全体のエネルギー使用量に占める照明設備のエネルギー使用量の割合を求める。照明

設備のみの年間消費電力量割合の把握が困難な場合は、様式３－４別添資料別表２に示す数

値を用いることができる。ここでは、事務所ビルの場合を想定し、同表から 20％としている。 

②分類別省エネ率 

「分類別省エネ率」は、改修前と改修後の消費電力量を比較して求める。 

③設備別の改修割合 

「設備の改修割合」は、全照明機器の消費電力量に対する改修予定機器の消費電力量から

算定する。 

④建物全体省エネ率 

以上で求めた「改修前エネルギー消費割合」、「分類別省エネ率」、「改修割合」を乗じて「建

物全体省エネ率」を求める。 
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【別紙３】 照明改修による省エネ率計算例

（１）改修前後の照明設備一覧

■改修前

台数 消費電力
消費電力

合計
点灯時間 点灯日数

年間
点灯時間

年間
消費電力量

(台) (W/台) (kW) (h/日) (日) (h) (kWh)

(①） (②）
(③=①×②

/1000）
（④） (⑤） (⑥=④×⑤） (⑦=③×⑥）

11 HF-11 20 12 0.24 10 300 3,000 720
12 HF-12 20 12 0.24 10 300 3,000 720

a.
計 ― 40 ― 0.48 ― ― ― 1,440

1 HF-1 100 71 7.10 10 300 3,000 21,300
2 HF-2 80 144 11.52 10 300 3,000 34,560
3 HF-3 20 71 1.42 10 300 3,000 4,260
4 HF-4 10 80 0.80 10 300 3,000 2,400
5 HF-5 5 36 0.18 5 300 1,500 270
6 HF-6 20 20 0.40 5 300 1,500 600
7 HF-7 10 22 0.22 10 300 3,000 660
8 HF-8 10 17 0.17 10 300 3,000 510
9 HF-9 5 80 0.40 10 300 3,000 1,200
10 HF-10 20 30 0.60 10 300 3,000 1,800

b.

計 ― 280 ― 22.81 ― ― ― 67,560
a.+b.

合計 ― 320 ― 23.29 ― ― ― 69,000

■改修後

台数 消費電力
消費電力

合計
点灯時間 点灯日数

年間
点灯時間

年間
消費電力量

(台) (W/台) (kW) (h/日) (日) (h) (kWh)

(①） (②）
(③=①×②

/1000）
（④） (⑤） (⑥=④×⑤） (⑦=③×⑥）

1 LD-1 100 21 2.10 10 300 3,000 6,300
2 LD-2 80 44 3.52 10 300 3,000 10,560
3 LD-3 15 21 0.32 10 300 3,000 1,500
4 LD-4 10 33 0.33 10 300 3,000 990
5 LD-5 5 12 0.06 5 300 1,500 90
6 LD-6 15 12 0.18 5 300 1,500 270
7 LD-7 8 8 0.06 10 300 3,000 192
8 LD-8 10 6 0.06 10 300 3,000 180
9 LD-9 5 30 0.15 10 300 3,000 450
10 LD-10 20 10 0.20 10 300 3,000 600

c.

合計 ― 268 ― 6.98 ― ― ― 21,132

（２）省エネ率

　①改修前エネルギー消費割合 様式３－４別添資料別表２より 20 ％

改修前消費電力量（改修対象機器）（b.） 67,560 kWh

改修後消費電力量（改修対象機器）（c.） 21,132 kWh

68.7 %

改修前改修予定機器消費電力量(b.) 67,560 kWh

改修前全照明機器消費電力量（a.+b.） 69,000 kWh

設備別の改修割合（b./（a.+b.）×100） 97.9 %

　④建物全体省エネ率 　①×②×③÷10000（小数点第２位以下切り捨て） 13.4 %

※上記①～④は様式３-４の２.（２）表の①～④に対応

分類別省エネ率(（b.-c.）/b.）×100

　②分類別省エネ率

　③設備別の改修割合

補助対象設備

（改修予定機器）

補助対象外設備

（非改修機器）

補助対象設備

（改修予定機器）

機器番号 型番

機器番号 型番

本表は、機器一覧表を用いた建物全体省エネ率の確認方法を例示したものである。本事業では省エネ率の算定方

法は特に規定しておらず、提案申請書において本表の提出を必ずしも求めているものではない。
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４.省エネ性能に関する基準（ＢＥＬＳ）への適合方法例 
 

「モデル建物法入力支援ツール(平成 28 年省エネ基準用)」*1 を用いて、省エネ改修後の空調、

照明の仕様からＢＥＩｍを算定した例を以下に示す。いずれも省エネ性能に関する基準（ＢＥＬ

Ｓ）*2に適合する結果となっている。 

 

 

建物規模 床面積 2,400㎡ 4 階建て 建物高さ 20ｍ 

空調熱源熱源タイプ パッケージエアコン（空冷式） ガスヒートポンプ冷暖房機 

建
物
用
途 

事務所 

改修内容 

空調 

新たな機器へ更新 

（冷房 COP：1.24 暖房 COP：

1.39） 

新たな機器へ更新 

（冷房 COP：1.24 暖房 COP：

1.34） 

照明 事務室部分の蛍光灯をＬＥＤ化 

ＢＥＩｍ 0.91 0.94 

ＢＥＬＳの星の数 ★★ ★★ 

病院 

改修内容 

空調 

新たな機器へ更新 

（冷房 COP：1.24 暖房 COP：

1.39 

新たな機器へ更新 

（冷房 COP：1.24 暖房 COP：

1.34） 

照明 病室、診察室、待合室部分の蛍光灯をＬＥＤ化 

ＢＥＩｍ 1.04 1.06 

ＢＥＬＳの星の数 ★ ★ 

 

・建物規模：入力支援ツール におけるデフォルト値 

・熱源効率：事務所は事務所事例 4、病院は病院事例 2 における空調機器効率（一次エネルギー換算値） 

・照明は、蛍光灯（ＦＬ）からＬＥＤに更新するものとして、床面積当たり消費電力を想定 

・★の数は、事務所は「非住宅用途 1」、病院は「非住宅用途 2」の基準による*3 

・外皮については、改修を見込まず、支援ツールにおけるデフォルト値（窓：単板ガラス、外壁・屋

根：押出法ポリスチレンフォーム断熱材 25mm（外壁）、40mm（屋根））により計算 

 
*1:http://model.app.lowenergy.jp/ 参照 

*2:一定の省エネルギー性能に関する基準とは、平成２７年７月に公布された「建築物のエネルギー消費性能の向

上に関する法律（平成２７年法律第５３号）」（以下、「建築物省エネ法」という。）第２条第３号の規定に基づ

く「建築物エネルギー性能基準等を定める省令（経済産業省令・国土交通省令第１号、平成２８年１月２９日）」

において、既存建築物の一次エネルギー消費量基準（基準エネルギー消費量の 1.1 倍）を満たすことをいう。

建築物省エネルギー性能表示制度においては、ＢＥＬＳの星の数が 1以上となる性能をいう。 

*3:「建築物省エネ法に基づく省エネ性能の表示制度について」（2017.2 一般社団法人住宅性能評価・表示協会）

ｐ8「BEIの値から判断された星数を表示」参照（https://www.hyoukakyoukai.or.jp/bels/pdf/170401bels_04.pdf） 
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